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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：　父母様と共に感謝と喜びで歩む
お名前：宮井優斗　　

(下記より本文をご記入ください)
私は、杉並家庭教会に所属しています宮井優斗です。

私は、2019年に新宿でアンケート伝道を受けた一世です。
2019年10月に4DAYを受けて、
2020年にホーム生活を始め、
2024年に祝福を受け、
2025年4月に教会の職員となり、１２月に家庭出発をいたしました。

こちらは4DAYの時の写真です。
まず7年前に家庭連合の紹介をいただき、話を聞いて、学んでいく中で、
人生の目的、生きる意味がわかり、すごく嬉しく思いました。
今は感謝の気持ち、喜びを持って
歩むことができています。

家庭連合の信仰に出会う前までは、生きている中で楽しさはあるものも虚しさや何か満たされない感覚を感じながら生きてきました。
しかし、家庭連合の信仰と出会って、教理を学んで実践し、
教会の人たちと接していく中で、
人のために生きる喜びや
愛することの喜びを感じて、
幸せな日々を送っています。

また私は5年半、ホーム生活をしました。
父母様から与えていただいた兄弟姉妹との生活を通して、
愛を感じ、愛の挑戦をし、葛藤しながらも、愛の成長や
信仰の軸を立てることができました。
その歩みが、家庭を持ってからも生かされています。
父母様が私の成長の為に一つ一つの環境を準備し、与えてくださっている実感があり、感謝しています。

私が教会の職員を目指すきっかけになったのは２０２３年９月の二世圏総会です。
私にとって初めての渡韓で、お母様に直接お会いするのも初めてでした。
その大会では舞台スタッフを担当し、大会前に舞台から見た光景は今でも印象に残っています。
大会を通して、この会場にいる方々と共に父母様の夢を成していきたいと思いました。
その大会のテーマは「父母の夢を私の夢に」でした。
そしてお母さまと直接お会いする時に初めに感じたのは、
やっと会えたという思いでした。その時は愛に満たされ、喜びにあふれていました。
舞台スタッフの役割として、お母様の前に机に置く役割も与えられ、
その時は役割を果たすのに必死でした。
しかし後で私はお母さまによって生かされていると強く思ったきっかけがありました。
信仰の親が、２０１９年１０月にお母さまが愛知へ来られた際、大会の舞台スタッフとして同じような役割をしていたと聞きました。
２０１９年の１０月は、私自身の霊の誕生月でして、信仰の親の話を聞いた時に私とお母さまが繋がった感覚がありました。
このことを通してご父母様への確信が強くなり、親なる父母様の夢を共に叶えたいという孝情が湧いてきました。
喜びや希望をお返ししていくためにも、教会の職員に挑戦したいと思い、職員になることを決意しました。

そして私は2024年に祝福を受けました。
祝福式前の約婚式では
大教会長や女性部長をはじめ、
2人の信仰の親も来てくださりました。
祝福式はチョンピョンにて、お母様が直接いらっしゃる中で受けることができました。

ただ祝福に向かうにおいて、
相対者の優希さんと出会うまでは
多くの試練がありました。
何人かの方と交流し、
うまくいかず傷つき
祝福に向かえないのではないかと絶望も感じたこともあります。

しかし、アベルと面談をしていただき、
様々な方に支えられて、
父母様からも愛され、生かされていきながら、
相対者の優希さんと出会わせていただくことができました。
今ではその苦難困難が私自身を成長させたかった愛の環境だと気づくことができ、感謝しています。

また私は一世ですので、
親に信仰の証や祝福の話をした時に最初は強く反対されました。
実際に縁を切るとも言われたこともあります。
色々と悪いことを言われるのは覚悟していたのですが、
思っていたよりも上を越えて一時はショックを受けました。

しかし諦めることなく両親と向き合おうと考え、
ご父母様のように変わらず、私自身が親を愛そうと取り組みました。
その結果、家庭を持つ時には、家を借りる保証人になってくれ、
できることあれば言ってねと言ってくれています。
結婚することに対して、おめでとうと祝福の声をいただきました。
時間が経つに連れて
良い方向へとむかっています。
いつか家族にも祝福を受けてもらえるように、
これからも愛の投入をしていきます。

父母様が定めた相手である優希さんと
今も一緒に時間を共有して過ごして歩めることに感謝しています。
また10月上旬には第一子が誕生予定です。
この幸せ、喜びを広げていきたいと思っております。

父母様から愛されて祝福された祝福家庭として、
さらにお互いが愛の成長をなし、幸せあふれる家庭作りを目指していきます。
父母様やみなさんに喜びや希望をお返ししていくことができるよう、これからも努力を続けて頑張っていきます。
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